The Proposal for the Notion of Dramism in Psychotherapy As a Key to Seeking Therapeutic Meaning of Expression by 岡本, 直子
Title心理療法における「ドラマ性」概念の導入 : 表現の治療的意味探求への手掛かりとして
Author(s)岡本, 直子




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
心理療法における「ドラマ性」概念の導入   
一表現の治療的意味探求への手掛かりとして－  
岡  本  直  子  
TheProposalfortheNotionof“Dramism”inPsychotherapy  
－AsaKeytoSeekingTherapeuticMeaningofExpression－  
OKAMOTO Naoko  























－513～   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  
であろう。箱庭療法では，アイテムを置いたからといって本人はその意味について言語レベルで  
の洞察や理解を体験しているわけではないが，その意味は心の奥深くではやはり象徴によって意  
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を重ねていく必要があると筆者は痛感している。   
さて，本節の初めに，「ドラマ性」と「ドラマ」は固定した存在ではなく，絶えず互いに刺激し  
































イゼーシ ョンの傾向」に近いものであると推測できよう。  
札「ドラマ性」が表現されるには  
（1）即 興 性   
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即 興性  
／′J声のトン1 一－－→、（、沈黙         ■ 
＼現 一 
、・、表情ノ 「ド ラ マ」 ＼、－－－／            一一一‾ －－ ■、  
感、せ夢イ垂直J牒庭、1′′                                   ＿′ ′  
、r ド ラ マ 性」  




図1「ドラマ性」「ドラマ」「即興性」の関係イメージ図   
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